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三
九
O
ジ
ョ
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7メ
i
ナ
i
ド
・
キ
l
ン
ズ
著
「
ゼ
・
エ
ス
・
オ
プ
・
ザ
・
ピ
i
ス」
コ
ノ
ミ
ヅ
ク
・
コ
ン
ゼ
ク
エ
ン
ゼ
馬
場
誠
世
人
の
経
済
亭
者
を
顧
み
ぎ
る
や
既
に
久
し
。
間
〈
、
英
吉
利
に
於
て
は
叫
ぺ
川
川
凶
川
川
内
閣
成
立
し
従
前
の
保
護
主
義
を
改
め
て
自
由
貿
易
の
大
策
を
樹
立
し
た
り
。
こ
れ
買
に
列
刻
叶
刻
吋
引
刊
の
残
後
約
竿
世
紀
、
而
も
業
関
口
良
中
「
富
岡
論
」
を
知
れ
る
者
少
く
、
読
み
た
る
も
の
一
人
も
存
せ
ざ
り
し
さ
。
若
し
夫
れ
寸
川
別
利
・
刻
川
州
、
寸
川
列
刈
・
引
利
川
判
・
引
川
1
刈
引
川
川
内
等
に
至
hJ
て
は
A
1
人
キ
l
y
ズ
氏
ド
η
ノ
y
ヒ、
y
ス
ト
・
バ
ジ
ヨ
y
ト
・
ゼ
ポ
ン
ス
・
ヘ
ン
リ
ノ
1
、
の
如
く
一
‘
患
に
し
て
世
の
大
和
讃
を
博
し
た
る
も
の
な
し
。
吋
ro
開。。ロ
o
g
w
の
O
ロω
め円山口のロのめ
ω
。一
50]Mgs-
σ可
】
or
ロ
ヨ
ミ
E
E
Hハ
q
D
2・
の
・
ロ
-
H
U
H
m
ν
は
欧
米
議
書
界
に
於
て
好
評
噴
々
た
り
。
予
の
今
手
に
し
つ
〉
あ
る
は
同
窓
深
川
正
七
君
(
在
米
費
府
)
が
最
近
母
校
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
某
包
紙
に
は
い
o
p
、
口
5
z
gロ
仏
さ
印
刷
し
あ
る
を
見
る
が
故
に
後
行
部
数
三
高
中
の
一
本
な
る
ぺ
し
。
堂
驚
か
ぎ
る
ぺ
け
ん
や
。
講
和
一
傑
約
三
経
済
さ
の
関
係
か
論
じ
た
る
も
の
に
彼
の
ぺ
川
判
バ
・
判
バ
ヂ
J
i川
氏
・
山
川
ョ
ー
ジ
、
ヤ
ン
グ
氏
の
近
著
ゐ
り
さ
殿
、
キ
ー
ン
ズ
氏
の
著
書
は
他
に
業
比
を
見
ぎ
る
所
な
り
。
経
済
率
徒
に
削
川
刈
J
ス
氏
を
紹
介
す
る
・
の
必
要
な
か
る
べ
し
。
蓋
じ
秀
で
た
る
氏
の
業
作
は
普
く
人
の
知
る
所
な
れ
ば
な
り
。
さ
れ
ざ
今
簡
単
に
同
氏
の
潟
人
を
叙
せ
む
乎
。
氏
は
戦
時
中
一
九
一
七
年
に
は
財
政
顧
問
ご
し
て
y
l
デ
ヰ
シ
グ
郷
に
随
伶
し
ヲ
シ
ン
ト
シ
府
に
越
き
、
大
英
図
聯
合
各
閣
財
政
関
係
を
掌
理
し
た
り
さ
。
而
て
講
和
舎
議
に
於
て
は
一
九
一
九
年
六
月
七
日
迄
大
英
大
減
省
の
公
的
代
表
さ
な
り
又
最
高
経
済
舎
議
の
参
加
員
た
り
し
な
り
。
氏
は
講
和
俊
約
の
草
案
に
謝
し
て
根
本
的
似
旋
支
を
加
ふ
る
の
意
を
有
し
而
も
其
の
容
れ
ら
れ
ぎ
る
に
及
び
敢
然
其
大
任
を
僻
し
、
今
や
引
刈
列
川
川
列
キ
ン
グ
ス
カ
レ
y
ヂ
に
在
り
て
数
鞭
を
執
り
、
傍
ら
世
界
に
有
名
な
る
経
済
雑
誌
イ
コ
ノ
ミ
ツ
ク
ジ
ャ
l
ナ
Y
の
主
筆
た
り
そ
の
岡
際
的
謹
債
高
し
。
本
書
は
二
九
入
頁
、
七
章
よ
り
成
る
臼
〈
緒
論
、
日
く
戦
前
の
欧
羅
巴
、
日
〈
講
和
舎
議
、
日
く
講
和
俊
約
、
日
く
賠
償
問
題
、
日
く
議
和
以
後
の
欧
洲
、
日
く
改
訂
。
氏
の
所
設
は
之
を
要
す
る
に
現
講
和
俊
約
の
内
容
に
謝
し
て
絶
調
的
に
反
お
せ
ん
'
さ
す
る
も
の
な
b
o
パ円
引
刈
刈
川
、
別
吋
バ
パ
山
川
、
判
川
川
ぺ
汁
引
川
川
引
を
批
難
す
る
こ
ご
践
に
、
又
特
に
俊
約
中
経
済
に
関
す
る
部
分
を
攻
撃
す
る
こ
さ
念
な
b
o
倹
約
各
項
の
基
礎
が
徒
に
濁
逸
に
酷
に
走
り
、
一
告
も
合
理
的
基
礎
の
上
に
立
た
ざ
る
も
の
な
る
を
カ
読
し
、
俊
約
の
前
途
に
濁
し
て
大
な
る
悲
観
的
見
解
を
有
す
る
も
の
〉
如
し
。
、
、
、
、
一
、
、
、
、
講
和
俊
約
の
章
(
五
六
!
一
一
一
ご
及
び
賠
償
問
題
の
章
{
一
一
一
一
一
l
二
二
五
)
の
二
者
は
戦
後
の
中
欧
経
済
事
情
を
研
究
せ
ん
ご
す
る
に
嘗
b
必
読
す
ぺ
き
大
文
字
な
b
o
精
細
な
る
記
述
ぞ
以
て
満
た
さ
る
o
新
者
紹
介
三
九
一
商
業
さ
経
済
三
九
二
さ
れ
百
良
著
に
も
凶
収
賄
な
き
こ
さ
能
は
子
。
三
大
外
交
家
に
謝
す
る
極
端
な
る
酷
評
、
目
次
の
不
遜
蛍
索
引
の
快
如
等
郎
も
之
な
b
。
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本
書
は
ぺ
i
ヂ
氏
の
編
輯
す
る
所
に
し
て
全
部
二
冊
よ
b
成
る
o
第
一
冊
は
一
入
一
五
年
巴
里
講
和
合
議
以
来
一
九
一
四
年
戦
乱
勃
後
に
至
る
一
世
紀
問
の
英
帝
闘
の
経
済
般
態
を
議
曾
討
論
を
基
礎
芭
し
て
叙
越
せ
る
も
の
な
り
。
而
て
谷
頭
じ
掲
る
す
1
・
ク
キ
y
ア
ム
・
ア
ジ
ュ
レ
ー
の
序
文
に
あ
る
如
く
不
偏
不
議
の
立
場
に
ゐ
り
て
過
去
一
世
紀
問
「
英
帝
国
の
産
業
的
商
業
的
生
活
の
蹄
趨
を
ば
各
期
議
舎
の
限
を
通
じ
て
観
察
せ
む
」
さ
す
る
も
の
た
b
。
第
一
章
序
論
は
十
九
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
英
闘
が
欧
洲
諸
閣
の
戦
乱
を
外
に
し
て
其
好
適
な
る
地
理
的
位
置
を
利
用
し
経
済
的
覇
権
の
根
抵
を
据
ム
ペ
く
着
々
計
蓋
し
施
設
せ
し
所
を
僅
々
十
八
頁
の
問
に
簡
潔
而
も
明
瞭
に
叙
説
す
。
.
・
第
二
章
は
巴
里
舎
議
以
後
五
年
間
戦
争
後
始
末
時
代
の
経
済
界
を
逃
ぺ
第
三
章
に
至
っ
て
奮
時
の
制
限
的
政
策
が
奔
放
な
る
ぺ
y
ザ
ム
自
由
主
義
の
影
響
を
受
け
た
る
ピ
I
Y
、
ρ
久
キ
y
y
、
ヵ
ン
ニ
シ
グ
等
新
進
政
治
ーノ~\ー
